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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、真核生物翻訳開始因子4F複合体の構成要素であり、メッセンジャーRNAの5'末端にある7-メチルグアノシンキャップ構造を認識する。コードされるタンパク質は、リボソームを5'キャップ構造にリクルートすることで翻訳開始を促進する。このタンパク質と4F複合体の結合は、翻訳開始における律速段階である。この遺伝子はプロトオンコゲンとして機能し、その発現と活性化は形質転換および腫瘍形成と関連している。この遺伝子の複数の擬遺伝子が他の染色体上に見出される。選択的スプライシングによって、複数の転写産物バリアントが生じる。[RefSeq提供、2015年9月]、注意：当初はSer-53がリン酸化されると考えられていた（PubMed:3112145）。これは後に誤りであることが示されました (PubMed:7665584)。,機能:タンパク質合成開始の初期段階で 7-メチルグアノシン含有 mRNA キャップを認識して結合し、mRNA の二次構造の巻き戻しを誘導することでリボソーム結合を促進します。,PTM:リン酸化により、タンパク質が mRNA キャップに結合して eIF4F 複合体を形成する能力が向上します。,類似性:真核生物の開始因子 4E ファミリーに属します。,サブユニット:eIF4F は、その構成が外部および内部の環境条件によって変化するマルチサブユニット複合体です。少なくとも EIF4A、EIF4E、および EIF4G1/EIF4G3 で構成されています。EIF4E は他のパートナーと相互作用することも知られています。EIF4ENIF1 との相互作用は、核への輸入を媒介します。非リン酸化EIF4EBP1、EIF4EBP2、およびEIF4EBP3は、EIF4G1/EIF4G3と競合してEIF4Eと相互作用する。インスリン刺激によるMAPキナーゼ（MAPK1およびMAPK3）によるEIF4EBP1のリン酸化は複合体の解離を引き起こし、EIF4G1/EIF4G3が結合して翻訳を開始する。ラパマイシンは、FKBPを介したインスリン刺激を減弱させる。EIF4A1およびEIF4A2とは相互排他的に相互作用する。NGDNおよびPIWIL2と相互作用する（類似性による）。ラッサ熱ウイルスZタンパク質と相互作用する。
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	eIF4E（リン酸化Ser209）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	アニソマイシン25ug/ml、30μg/mlで処理した293細胞ライセートのeIF4E（リン酸化Ser209）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	リン酸化eIF4E（S209）ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

